
（参考１）「製造業の請負事業の適正化及び雇用管理の改善に関する研究会」開催要綱 

 

 

１．趣旨 

 

製造業の請負事業については、いわゆる偽装請負の問題をはじめとする労働者派遣法等

の労働関係法令違反、労働条件や処遇等の改善の必要性、これらの職場で働く労働者のキ

ャリア展開の道筋が明らかでない等様々な問題点も指摘されているところであり、再チャ

レンジ可能な社会の実現に向けて、これらへの対応は喫緊の課題である。 

そこで、有識者等が参画する製造業の請負事業の適正化及び雇用管理の改善に関する研

究会（以下「研究会」）を設け、製造業の請負事業の適正化及び雇用管理の改善について検

討を行うこととする。 

 

２．検討事項 

 

製造業の請負の実態について分析し、請負事業の適正化及び雇用管理の改善に関して、

請負事業主及び発注者が講ずべき措置についてのガイドラインの在り方について検討する。 

 

３．研究会の運営 

 

（１）研究会は、職業安定局長が、学識経験者の参集を求め、開催する。 

（２）研究会の座長は、参集者の互選により選出する。 

（３）研究会の事務は、関係局の協力を得て、職業安定局需給調整事業課が行う。 

 

 

 

 

 

 



（参考２）「製造業の請負事業の適正化及び雇用管理の改善に関する研究会」参集者 

 

 

鎌田 耕一   東洋大学法学部教授  

    小杉 礼子   労働政策研究・研修機構統括研究員  

    佐藤 博樹   東京大学社会科学研究所教授  

  ◎ 諏訪 康雄   法政大学大学院政策科学研究科教授  

    八幡 成美   法政大学キャリアデザイン学部教授 

   （◎は座長） 

 

  （オブザーバー） 

田村 実    社団法人日本生産技能労務協会副会長  

    平尾 隆志   有限責任中間法人日本製造アウトソーシング協会理事  

    志賀 清    社団法人日本自動車部品工業会業務部部長  

    高橋 省悟   電機・電子・情報通信産業経営者連盟専務理事 



 

（参考３）「製造業の請負事業の適正化及び雇用管理の改善に関する研究会」開催経過 

 

 

○ 第 １ 回：平成１８年１０月 ４日 （請負の現状と対応について） 

 

○ 第 ２ 回：平成１８年１１月 １日 （関係者からのヒアリング） 

 

○ 第 ３ 回：平成１８年１１月 ８日 （関係者からのヒアリング） 

 

○ 第 ４ 回：平成１８年１２月２２日 （請負の現状のまとめ） 

 

○ 第 ５ 回：平成１９年 ２月 ２日 （請負の現状のまとめ） 

 

○ 第 ６ 回：平成１９年 ３月 ８日 （請負の現状と課題等について） 

 

○ 第 ７ 回：平成１９年 ４月２６日 （請負の現状と課題等について） 

 

○ 第 ８ 回：平成１９年 ５月２２日 （関係者からのヒアリング、 

請負の現状と課題等について） 

 

○ 第 ９ 回：平成１９年 ６月２０日 （請負の現状と課題等について） 

 

○ 第１０回：平成１９年 ６月２８日 （報告書の取りまとめについて） 

 


